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＜連絡事項＞

· 本日13時より、細越定雄様（幸房利用者）へデイケアについて説明実施予定（下館SGM対応）

· 2/28（木）より、3階の窓の工事開始予定。

＜外来情報＞

· 森田　清助　様～「デイケアはいいなあ」とと話されており、空いている時間は青明舎を利用して

いるとのこと。血圧が低めとなることがあるが、眩暈や頭痛はないと話される。

· 晴山　美智子様～体重97.8kg、若干減少しており、「前と同じくらいになれるよう頑張る」と話さ

れている。食事は気をつけているつもりだが、寒いから寝てばかりいて、昼寝をした後につい間食をしてしまうとのこと。間食は控えるように、担当医より説明あり。毎月第二土曜日、友人とバイキングや外食に出かけるとのことで、「友達が生保で、たまにしか良いものが食べれないから」と話されている。デイケアのエアロビクスは行っているが、最近パターン化していると話される。

· 駒目　　翔　様～2/20（水）の外来受診後、憂鬱な気分になって自傷行為（左前腕にナイフで切り

傷をつける）を行ったとのこと。左前腕に4～5本の切り傷がみられている。自傷行為後は、鬱的になることはなかったとのこと。次回は父親同伴で受診予定。

· 本田　英之　様～青山荘での就労支援プログラムでは、通信簿形式で行っており、生活リズムなど

項目をチェックしていく方式となっているとのこと。結果、まだまだ自分は改善しなければならないことがあると実感したと話されている。父親から「早く肉体労働をしろ」と言われたとのこと。担当医より、本人の体調がよければ、単調な仕事ならやってみてもいいのではないかと説明あり。青山荘スタッフに、ハローワークに行きたいと希望を話したところ、許可が出て、今週中にでも身に行くとのこと。

· 我満　奈津紀様～土曜日に家の片付けを行っており、面倒だとは思わなくなったとのこと。娘の片

付けを手伝ってくれるようになったし、学校にもきちんと登校していると話されている。子どもがもう少し手がかからなくなったら、3～4時間程度の仕事をしてみたいと希望あり。もし、仕事を始めて体調を崩し、入院となるようなことになったら仕事は諦めると話されている。就労に関しては、長いスパンで考えていくとのこと。

＜利用者様情報＞
· 小笠原富治様～本日の運動療法時、始めは見学されていたが、スタッフからの促しにより参加。
　　　　　　骨盤体操を行っており、上手く出来ないながらも、最後まで実施されている。

· 江刺家陽輝様～本日の服薬教室時、「猫に眠剤を飲ませたら、どうなりますか？」と質問すること

あり。そのような行為をしないよう説明している。

· 古舘　ヨリ様～本日、日赤病院口腔外科の受診予約をする予定であったが、風邪を引いていること

を理由に予約を行っていない。症状を尋ねるが鼻水が出る程度とのことで、バイタルも異常みられず、入浴も行っている。風邪が治り次第行くと話す為、早目に抜糸する必要があることを説明し、近日中に予約を入れてくるよう説明していく。

· 長瀬紘一郎様～本日の昼食時、「2回喉に詰まった」と本人より報告あり。昼食は半分程度、摂取

している。詰まった心当たりについて「風邪をひいて鼻水が出てるからかな。喉と鼻がつながってるからだごった。」と話される。夕食時にも、様子観察していく。

· 上久保善郎様～土曜日の外来時、体重増加していることから主治医より、20単位での食事に変更

してはと提案あるが、「2口残しているから、大丈夫。」と拒否している。今後、デイケアでの食事量について様子観察していく。

· 赤坂　順市様～土曜日の外来にて1kg減少していたとのこと。食事療法が効いている様子であるが、

本人より「腹が減ったときには、いっぱい食べてる。」と話しあり。自炊については特に訴えなかったとのこと。3月に再検予定だという。

· 我満奈津紀様～「人が多いから、疲れる。デイケアの利用日を減らしたい。（月曜を休みにしたい）」

との希望あり。来週の外来時に、主治医へ相談してみるとのこと。

· 袴田　隆裕様～利用日を月・水の週二日にしたいと希望あり。「デイケアの利用目的が生活リズム　　

を整えることだったけど、今はできるようになったから、金曜日の利用を減らして、その分バスケをしたりしたい。」とのこと。関係機関や主治医へ相談するよう促している。

· 溝越　キク様～「熱があるから、病院行くので休みます。」と連絡あり、欠席されている。訪問看

護が自宅訪問すると、「熱があって動けなかったから病院には行けなかった。」と話すが、検温結果は異常なし。本日の欠席連絡時に朝食後薬服用の確認をすると「飲みました。」と話すが、訪問看護が確認したところ、昨日一日分と本日の朝食後薬は服用されていなかったとのこと。今後、通所利用時には、確実に服薬できているか確認を徹底していく。

· 森　彩子　様～電話連絡時に、先週借金返済時のスタッフの態度に裏切られたと感じ、デイケア通

所したくないと話される。退所についても考えていると話されるが、先日の借金相手より保留にしていたほうがいいと言われたことから、今は保留のままにしておきたいと話される。スタッフからの電話連絡も拒否しているが、保留のままにするのであれば、定期的に電話連絡を入れる事を説明すると了承される。

＜利用者様事例検討＞

溝越　キク様（60）　病名：統合失調症　　通所期間：3年目

～現在の治療計画～

· 対人関係のスキル向上のために、SSTなどのプログラムを活用していく。

· 体重減少に向け、運動プログラムを取り入れていく。

～現在の状況～

· 以前はほとんど通所されないことが多かったが、11月より「楽しくなったから利用日を増やしたい」との希望あり、週4日通所利用されている。現在は体調不良以外の理由で欠席されることはほとんどなく、概ね通所することはできている。

· 病識が薄く、服薬の必要性に関する理解も低いため、忘薬が多くみられており、通所・外来時には朝食後薬の服用確認を必要としている。現在も「飲んだよ。」と言うものの、実際には服用していないことあり。

· 食生活の乱れがあるため、栄養面について指導するが「死んでもいいと思ってる。」と話しており、理解しようとする様子はみられない。

· 夜中に覚醒した際に、洗濯や掃除をするなど、周囲の迷惑を考えない行動がみられる。また、夜間の睡眠時間が十分ではないため、日中に眠気がある様子で、閉眼して過ごすことが多くみられる。

～見直し後の治療計画～

· 定期的に通所できるよう促していく。

· 確実に服薬できるよう、見守り・声がけを行っていく。

· 生活リズムを整えるよう、支援していく。










